


































春樹について多くの精密な論考を執筆されている柴田勝二氏が、 「村上春樹を現代日本の代表的な〈国際作家〉として取り上げるのは、もちろん新しい試みではない。 」と前置きした上で、本学が有する二十七言語の教育と世界各国の言語や文化を研究する人間が集う環境こそが、このような探求をおこなうのにふさわしい条件を満たし いる、と編纂の動機について述べている。　
柴田氏は更に、この点が現代日本文学という母 の文化を外
部からの眼差しを活用しつつ捉え ためにも強力な条件として働くはずであり、外国文学を専門とする教員 なかにも村上春樹に一家言持つ者が多くい 点や 国内外の研究者ネットワークにより海外における村上研究者 情報 入手できる点を挙げ、これらの諸条件を総合的に勘案することで、こ 〈国際作家〉を改めて多角的 捉えることが可能ではないか、という起点的動機についても言及している。　
次に、 「あとがき」では、アメリカ文学の専門家であり、村








いがたく新し 場へと変貌して まっている現状を、他の何よりも先駆けて教えてくれている だ、とこれまで村上研究が辿ったあまりにも長い現在までの時間的経過 つ ても言及している。　
その上で、本書刊行が、国内外の多くの論考を収載すること












訳家である。アトラン氏は、村上作品 翻訳者とし 、村上作品がフランス語に翻訳しやすい反面、そこに描かれているはずの〈日本〉が、ともするとすっかり埋もれて見えなくなっ しまう傾向 あるとも述べている。翻訳家として実際の翻訳 業で直面する様々な問題点を挙げながら、村上作品がフランス語という外国語へ変換されてもなお失うこ のない 普遍性や特殊性について言及している。　
本書のもう一人の編者である加藤雄二氏は、自身の専門分野


































































品の翻訳状況と売り上げ状況について 報告が記されている。それと共に、ロシアにおけ 村上文学の読まれ方の背景に潜む、現代ロシアの文化的状況の変化 も明快に述べられている。　
メキシコの現状については、
久野量一氏によってスペイン語
圏全般における発売順序が、原書の発表順に縛られることのない現状と共 、主要読書層が若者であることや、翻訳される
書評
270
際の独特な書名の採用状況について、ラテンアメリカ文化圏の〈今〉を伝えている。　
最後に、村上作品がまだ読まれ始めたばかりのポルトガル語
圏ブラジルからは、クニャ・ファウスティヒ・ユーリ氏と武田千香氏の共著で、二〇〇八年に集中的に翻訳本が出版された背景が報告されている。また、同じポルトガル語圏のポルトガルでは、ブラジルで翻訳されたものとは別に独自のポルトガル語翻訳の作品が、 で出版されている倍以上の作品数で既に市場に出回っている現状にも言及している。第Ⅳ部
　
村上研究へのまなざし
　
第Ⅳ部では、
柴田勝二氏が中心となり、日本国内外の村上春
樹に関する論考を可能な限り収集し、報告している。日本国内の論考については、編者でもある柴田勝二氏本人が、英語圏については、もう一人の編者である
加藤雄二氏
が担当している。
中国語圏の論考は、台湾・淡江大学助理教授の内田康氏と 柴田研究室院生の高艶氏、
陸嬋氏、
麻春禄氏が、更に、韓国語圏
の論考も同じく柴田研究室の南徽貞氏が、それぞれ真摯な調査による資料を提供し、柴田 によって丁寧に整理された論考として纏められている。　
本論考の総括として柴田氏は、これからの村上春樹の論じ手
について、今後は異文化を内包した論者が、日本人の従来 論じ手の意表を突く角度から村上文学に切り込んでゆくことを望む、と結んでいる。
　
本書の最後尾には、村上春樹の翻訳状況一覧が様々な言語の
翻訳本の表紙写真と共に納められている。また、村上春樹年譜として、生活年譜や著作年譜と並べた翻訳書年譜も記載されたものが収められている。おわりに　
最後に、筆者のささやかな希求を一つ申し添えさせて頂くな
らば、柴田氏が「はじめに」で言及されていたように、今回収載出来なかったドイツやイタリアを始めとし更に多くの地域における村上論を紹介する、より東京外国語大学らしい『世界文学としての村上春樹
　
第二版』の刊行を、心より願っている
ことをここに記して本稿のペンを置く。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（平原真紀）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
